
 

 

                                                     

平成 24 年 10 月 30 日 

各 位                            

会  社  名 デジタルアーツ株式会社 

代 表 者 氏 名 代表取締役社長 道具 登志夫 

（コード番号：2326  東証第二部） 

問 合 せ 先 取締役 管理部長 眞田  久雄 

（ ＴＥＬ 03-5220-1160 ） 
 

第２四半期累計期間の業績予想値と実績値の差異 

および通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、平成 24 年 10 月 30 日開催の取締役会において、以下のとおり、最近の業績の動向等を踏まえ、

平成 24 年５月９日に開示した平成 25 年３月期（平成 24 年４月１日～平成 25 年３月 31 日）の業績予想を

修正することとしましたので、お知らせいたします。 

１．業績予想値と実績値との差異について 

平成 25 年３月期第２四半期（累計）連結業績予想数値と実績値との差異 

（平成 24 年４月１日～平成 24 年９月 30 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 
１株当たり

四半期純利益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 

百万円 百万円 百万円 百万円  円 銭

1,222 110 111 66 484   02

今 回 実 績 （ Ｂ ） 1,351 272 274 166 1,204  64

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 128 162 163 100 

増  減  率 （  ％  ） 10.5 147.0 147.1 151.0 

（参考）前期第２四半期実績 

（平成 24 年３月期第２四半期） 
1,328 377 377 206 1,511  97

 

平成 25 年３月期第２四半期（累計）個別業績予想数値と実績値との差異 

（平成 24 年４月１日～平成 24 年９月 30 日） 

 売 上 高 経 常 利 益 四 半 期 純 利 益 
１ 株 当 た り

四 半 期 純 利 益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 

百万円 百万円 百万円 円  銭

1,188 106 63 461    81

今 回 実 績 （ Ｂ ） 1,322 264 160 1,160  75

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 133 158 96 

増  減  率 （  ％  ） 11.3 149.1 153.5 

（ 参 考 ） 前 期 第 ２ 四 半 期 実 績 

（平成 24 年３月期第２四半期） 
1,297 361 198 1,454  61



 

 

２．通期業績予想の修正について 

平成 25 年３月期通期連結業績予想の修正（平成 24 年４月１日～平成 25 年３月 31 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１株当たり

当 期 純 利 益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 

百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭

2,935 690 691 414 3,027  67

今 回 発 表 予 想 （ Ｂ ） 2,960 720 722 434 3,146  35

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 25 30 31 20 

増  減  率 （  ％  ） 0.9 4.4 4.5 5.0 

（ 参 考 ） 前  期  実  績 

（ 平 成 24 年 ３ 月 期 ） 
2,707 587 565 310 2,268  40

 

平成 25 年３月期通期個別業績予想の修正（平成 24 年４月１日～平成 25 年３月 31 日） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り

当 期 純 利 益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 

百万円 百万円 百万円 円  銭

2,864 672 402 2,942  00

今 回 発 表 予 想 （ Ｂ ） 2,895 697 420 3,039  71

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 30 25 17 

増  減  率 （  ％  ） 1.1 3.9 4.4 

（ 参 考 ） 前  期  実  績 

（  平  成  2 4  年  ３  月  期  ） 
2,651 491 265 1,940  47

 

２．差異及び修正の理由 

前回発表予想において平成 25 年３月期第３四半期に予定しておりました複数の案件を当第２四半期に受

注することができたため当第２四半期の売上高が前回発表予想売上高を上回りました。経費（売上原価、

販売費及び一般管理費）についても開発プロジェクト等の改善により費用削減が進んだ結果、前回発表予

想の営業利益、経常利益を上回りました。 

このため、通期業績につきましても、上記理由を踏まえて予想を修正することとしました。 

 

（注）本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在の将来に関する

前提・見通し・計画に基づく予想が含まれております。世界経済・競合状況・為替・金利の変動等もかか

わるリスクや不安定要因により、実際の業績が記載の予想数値と大幅に異なる可能性があります。 

以 上 


